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昼食を終えたヘティスと蓮也一行は、一雲から教えてもらった真里谷円四郎の道場へと向

かうのであった。 

 

花屋を通りかかるとヘティスは足を止めた。 

 

ヘティス 

「へぇー、江戸時代に薔薇ってあるのね、綺麗〜」 

蓮也 

（薔薇か、王国にいた時はよく見ていたが、懐かしいな・・・） 

 

江戸時代には園芸が流行ったらしく、コウシンバラやモッコウバラが栽培されていた。 

ヘティスは真っ赤な薔薇を一輪買い、それをトゲに気をつけながら、懐に着けた。 

 

モロー 

「蓮也様、思い出しますね」 

蓮也 

「蓮薔薇騎士団か」 

 

蓮薔薇騎士団とは、ロータジア最強の軍団と言われ、諸国から恐れられていたが、ロータ

ジア滅亡後、消息は不明となっている。 

 

しばらく歩くと、ヘティスたちは、真里谷円四郎の所在地へやってきた。道場の看板には

「無住心剣術流道場」と書いてある。 

 

ヘティス 

「・・・ここね」 

蓮也 

「よし、隠遁魔法を解除する」 

モロー 

「私がまず入り、話してきましょうか？」 

ヘティス 

「そうね、蓮也がいきなり行くと無茶苦茶になりそうだし、モローさんなら安心だわ」 

 

道場の扉は開いていたので、モローはそのまま中に足を踏み入れる。 

中では、多くの門下生が片手で竹刀を振るっているが、激しく撃ち合うこともなく、気合

の声などもないため、剣道の道場とは思えない程の異様な静けさであった。 

 

モロー 

（王国での軍団演習なども見てきたが、これほど静かなものは見たことがない） 

 

すると、モローに気づき、男がモローに近づいて来た。 

 

男 
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「どちらさまで？」 

モロー 

「あ、えっと・・・」 

川村 

「私は川村秀東と申します。この道場の塾頭を務めさせてもらっております」 

 

川村は円四郎の高弟である。姿勢を正し威風堂々とし、武士らしい雰囲気を醸し出してい

た。それを見たモローの表情が変わった。 

 

モロー 

「あ、さっきの・・・」 

川村 

「あ、これは、先ほどの」 

「先ほどは失礼した・・・」 

 

すると、若い女性がやってきて川村に話しかける。 

 

女性 

「奥様が足を怪我されて」 

川村 

「母上が怪我を！」 

女性 

「運良く通りがかった旅のお方に応急処置をしていただきまして・・・」 

川村 

「わかった、かかりつけの医者を手配しておく」 

女性 

「あ・・・」 

モロー 

「先ほどの・・・」 

 

モローが女性の顔を見ると、先ほど浜辺で怪我をした女性の使用人であった。 

女性は振り返り、ヘティスと目があった。 

 

ヘティス 

「あ、さっきの・・・」 

女性 

「先ほどは、ありがとうございました！」 

ヘティス 

（てことは、この人の先生ってのは、もしかして・・・？） 

 

女性は川村に経緯を話した。 

 

川村 

「それは母が世話になった。改めてお礼を申し上げる」 

「で、当道場にどのようなご用件でしょう？」 
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モロー 

「実は、こちらに居られる真里谷円四郎殿と試合をしたいのです」 

 

すると川村の表情が険しくなった。 

 

川村 

「先生と試合ですか？」 

「・・・わかりました。しばらくお待ちください」 

 

と言って川村は奥の部屋へと入って行った。 

しばらくして、川村は戻って来た。 

 

川村 

「それでは、ここで一礼した後にお上がりください」 

 

道場の中にヘティスたちは通された。 

 

川村 

「それでは、こちらへお座り頂き、しばらくお待ちください」 

 

道場では門下生が稽古に励んでいるが、竹刀が少し当たる音の他は殆どの音がしなかった。

これは、無住心剣術流が柔和拍子を主とするためであろう。 

 

ヘティス 

「やっぱり現代の剣道とは全然雰囲気が違うわ。そして、昨日の夜に調べた通りなんだけ

ど、私にはさっぱりわかんないや」 

 

以前、フォン・リイエンから貰い受けたデータが残っているため、昨晩、ヘティスは無住

心剣術流のデータを AIを用いて統合分析してみた。それを蓮也とモローに共有した。そ

の内容は以下である。 

 

無住心剣術流の稽古は二名の対練で行う。片手で短い竹刀を眉間まで上げ、お互い足音を

立てずに静かに滑らかに歩み寄り、柔らかく切り結ぶ。そして、最初のうちは相打ちとな

るように教える。それは、受けたり躱したりする畜生心、死の恐怖による動物的本能を克

服するためである。この時、初学者はただ恐怖心を抱かずに真っ直ぐに太刀を下ろすのみ

だが、熟練者はより、実戦に近い相打ちになるように、臨場感を以て相手に教える。この

実戦の相打ちの臨場感には熟練度が必要となるのである。切り結んだ後は、再び静かな歩

法で後退し、元の位置に戻る。これをひたすら繰り返すのである。 

無住心剣術流は段階が進むと、気の概念が入る。相打ちに恐怖心がなくなって来ると、相

手の気を感じ、お互い同調するようになる。この気の感応・シンクロ同調現象を自由自在

に操るのが無住心剣術流の心法である。 

このように無住心剣術流では、初学から熟練まで、外見上は同じことをしているように思

えるが、気を扱う心の使い方、つまり心法の内容が違ってくるのである。であるからして、

外部の人間から見ると、この流派の稽古は摩訶不思議に見える。 
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ヘティス 

「やっぱり私には子供が棒を持って遊んでいるようにしか見えないわ」 

モロー 

「こりゃ、ヘティスさんの分析を聴かなかったら、単なるやらせにしか見えないぜ」 

「しかし、この繰り返しだとあくびが出て来そうだぜ。俺なら飽きてしまって１日ももた

ないかもな」 

「しかし、この柔らかい動きが、あの一雲老人の強さの根底にあるんだろうぜ」 

蓮也 

「まあ、いい。どっちにしろ俺が撃破する。相手が誰であろうと関係ない。俺は俺の剣を

放つのみだ」 

ヘティス 

「蓮也、アンタいつも自信過剰過ぎよ。円四郎って人のレーティングは、あの一雲おじい

ちゃんや金子さんよりも上なのよ。油断しちゃダメ」 

蓮也 

「平和な時代の剣術では越えることができない壁があると言うことを、俺がここで教えて

やる」 

ヘティス 

「ダメだ、こりゃ」 

 

ヘティスの AIを用いた分析では、無住心剣術流の稽古は新陰流の「合撃（がっし）」に

も見えるが、少し内容が違う。 

合撃は、歩み寄った場合、互いの間合いで静止し、お互い正面打ちを行う。仕手は受けよ

り後に出て、十文字に太刀を切り結ぶことで、受け手の上に乗り、相手を斬る。受けは負

けを想定して斬るため、負けるために熟練が必要となるため、受けは熟練者が行う。この

合撃を二回行なってから後退する。 

無住心剣術流は、気の感応・同調現象を用いるため、同時に打つ。初学はただ太刀を下ろ

すことに専念し、熟練者が相打ちに導く。歩み寄った足は静止させずに、違いの間合いに

入った瞬間に太刀を下ろす。より、気というものを感じ、それを感じたら身体の赴くまま

に任せて打つのである。斬りは一回である。相打ちであるため、二度打つということはな

いのである。こうした擬似的な相打ち、死の体験をすることで、意識の変容を起こすので

ある。 

歩法は、新陰流は身体を真っ直ぐにして歩むが、無住心剣術流は、少し身体を傾け、重力

に身を任せるようにして進む。足の運びは、車輪が回転するかの如く滑らかであり、足音

を立てずに、居つかぬように歩を進める。 

円四郎が一雲と相抜けにならずに、円四郎が勝ったのは、円四郎が無住心剣術術流のみを

純粋に修行したからであろう。そのため、簡単に言うと癖がないのである。一雲は、この

新陰流の影響があるため、純粋な無住心剣術流になり切れずに、円四郎に敗れたと考えら

れる※。ここには気の調養が関係する。 

無住心剣の術者同士で戦う場合、特に気の感応が互いに起こる。ここで、少しでも気の偏

重が起こったものが負けるのである。両手で剣を持つよりも、片手で剣を持つ方が、身体

の動員が少ない分、気の調養がしやすい。また、剣を柔らかく持ち、眉間に上げて刀の重

さを用いて下ろすのみとし、力みを捨てた方が、気の調養がしやすいのである。この場合、

元々両手剣の一雲と、最初から片手剣の円四郎は、円四郎の方が有利となる。 

 



 
 

 Copyright(C) 2017 Mental&Body Balance Society. All rights reserved. 5 

M 

B S 

B  

このように新陰流をここで持ち出すのは、無住心剣術流開祖・針ヶ谷夕雲が真新陰流・小

笠原源信斎の弟子であったからである。そのため、今は謎のベールに包まれている無住心

剣術流ではあるが、ヘティスは新陰流との比較分析を AIにさせることで、こうした分析

にたどり着いた。 

 

しばらくすると道場が静まり返った。 

奥から、一人の男が音も立てずにゆっくりと歩んで来て、道場の上座に座った。 

そして、道場生は全員その場に座った。 

 

川村 

「先生に・・・」 

「・・・礼！」 

 

川村の声がかかると、全員、一斉に頭を下げる。 

それを見たヘティスも、軽くお辞儀をする。 

上座に座った男の姿は、長髪に無精髭を少し蓄え、着物は緩く着ている。しかし、眼光鋭

く、ただならぬ雰囲気を醸し出している。 

 

ヘティス 

（あ、やっぱりさっきの酔っ払い・・・！） 

（けど、さっきとは雰囲気が全然違う・・・） 

（・・・あの人が真里谷円四郎） 

 

先ほどはただの酔っ払いと思ったが、素人のヘティスから見ても、円四郎が只者ではない

ことがわかった。 

 

【解説】 

※一雲は柳生但馬守の高弟・庄田喜左衛門の弟子で、免許を得ている。その後、二十八歳

で無住心剣術流開祖・針ヶ谷夕雲に入門している。 

 

無住心剣術流の稽古型は著者の創作である。しかし、その型は源流である新陰流の合撃に

近い形であったと想像する。それと対比して、無住心剣の型を述べてみた。即ち、無住心

剣の対練は、拍子を合わせ相打ちとなる。そこからの気の感応である。 

円四郎が最初から片手剣であったかどうかはわからないが、ここは著者の想像で書いてい

る。 

ちなみに金子夢幻も新陰流を学んでいる（柳生宗矩と交流があったとされる。本作では年

齢差から師弟関係とした）。本作では、一雲の無住心剣と宗矩の新陰流を統合した雰囲気

で書いてみた。 

 


